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The architecture under railway viaduct correspond for cityscape
- The method of development that made use of road continuity in Koenji -

Hayato KOBAYASHI

Elevated railroad tracks have eliminated physical divisions in many towns, but The sensuous and 
visual division by viaducts still exists today.
Based on the street form of the original city, the construction under the elevated structure with 
visual continuity of the street
I think about the development method.
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はじめに

鉄道の高架下は街並みの分断を解消したが、街には分断の
痕跡が残り、鉄道会社によって一元管理された街に対して
独立した高架下建築はまた感覚的、視覚的な、別の分断を
生んだのではないだろうか。
街並みの特徴を読み解き、その特徴を高架下建築にも取り
入れることで街並みに呼応し、周囲と関係を築くような新
たな高架下建築の開発手法を考えていきたい。
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図1 さまざまな高架下建築のタイプ

1.高架下建築

都市の発展と共に首都圏の鉄道網は急速な広がりを見せた
。ただ鉄道網の発展は同時に線路による街の分断を引き起
こし、街のアクセスの利便性は損なわれてしまった。その
解決策になったのが鉄道高架橋だ。高架橋の出現によって
街の分断は解消さえ線路があった高架下の空間には、高架
下建築が建てられた。
高架下建築の最も初期の例は、1910年～1914年に建設さ
れた山手線、浜松町ー上野駅間を繋ぐ区画にあった「ア
メ横」だと言われている。そこから各地で鉄道の高架化
が行われ、多くの高架下建築が生まれた。初期の例と初
期の例としては、「高円寺ストリート」、「銀座コリドー
街」があげられるが、年々開発が進み、今ではさまざま
な形態の高架下建築が建設されている。
高架下建築にはさまざまなアクセス方法の形態が存在す

るが、年々、内部で完結し、周辺環境との関係性の薄い
高架下建築が増えていった。それらは時に物理的に、そ
して視覚的、感覚的に分断を感じるものとなってしまっ
ている。そのような問題に対して、街との繋がりを持っ
た新しい高架下建築の開発手法を提案していきたい。

2.敷地

敷地は、高円寺ー阿佐ヶ谷間に設定した。敷地ではフィールドワ
ークを行い、風景のスケッチや地図の分析を行ったことにより、
高円寺ー阿佐ヶ谷間の高架下には、南北を貫く視線の抜ける
長い道が高架下を貫いていること、そしてこの視線の「ぬけ」や
他にも「みち」「すきま」がこの街において、街並みを形成している
ものであることを発見した。
しかし、それらの多くは、この地にある高架下に物理的に分断さ
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図2　高円寺-阿佐谷駅間の高架下による街路の断絶
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また、実際に建築を設計する敷地には高円寺阿佐ヶ谷間中程に
ある3つの敷地を選択した。この場所には南北に小学校へと続く
道があり、カフェや児童館、スーパーに保育園、コインランドリー
が集積する、駅前に集中しているプログラムが集中している、地域
のコアとなりうる場所である。また2階建ての住宅が多い高円寺
の住宅街に対しこの地には4.5階立てのおおきな集合住宅が集
中している特に人口も多い箇所である。

1/500

食堂

コワーキングスペース

コワーキングスペース

N

図3　高架下建築を設計する3つの敷地とその周辺

という3つのプログラムを設定した。隣り合う建物のプログラム
から繋がりをもち、影響を与えることができるプログラムを選択
した。それぞれの敷地で周囲や隣り合う建物と関係を持つよう
な設計を心がけて行った
例としてSite2では、1階にカフェのある住宅の隣の高架下に本屋
を開くことで、本を片手にカフェを利用する人々が増え、一体とな
って開発を進めていく。そして最終的には高架下の本屋を通りぬ
け3階に移った、電車を間近で見ることができるカフェへと向かう
という一連の流れを生むことができるのではないかというストー
リーを描いた。
このように高架下が一元管理された独立した建築になるのでは
なく、周囲と繋がりをもち、周囲に影響を与えていくような高架下
建築の開発手法を提案したい。

図4.5 Site2　本屋×カフェ　平面図(左:1F右:2F)

れる、もしくは道の「ぬけ」を形成する建物の連続性が損なわれ
視覚的、感覚的に「ぬけ」が分断されている。
このような状況は、道沿いの建物と高架下建築とのボリューム、
面を合わせ、周囲の建物との関係を作るようにすることで、高円
寺の道の独特の「ぬけ」を取り戻し、街との繋がりの強い高架下
建築を作り出せるのではないかという仮説を立てた。

3.提案

3つの敷地にそれぞれ、

(高架下)×(隣り合う建物)
1.コワーキングスペース&食堂　×　アパート
2.本屋　×　カフェ
3.ライブハウス　×　駐車場


